２００８年度淡江大学講義シラバス
社会人クラス　　水曜日午後6:00~7:30
学部クラス　　　木曜日午前10:40~12:10
                 グローバル化時代の東アジア、日本経済
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　西川　潤
１　本講義の目的
　今日、世界はグローバリゼーション時代に入っており、世界経済、アジア経済も大きな変化のただ中にある。本講では、グローバリゼーションとは何か、それが世界にどのような変化をもたらしつつあるか、また、アジアでの変化はどうか、そこでの日本経済は現在どのような位置にあり、いかなる課題に直面しているか、日本と東アジア経済の関連はどうか、日本にとって今後可能な発展方向としてどのような方向が考えられるか。これらの問題を学生諸君と共に検討することにしたい。
２　本講義の内容
　講義ではテキストを用いる。
　西川　潤『世界経済入門』第三版、岩波新書
　このテキストに沿い、学生諸君に討論のための予習、発表をお願いしつつ進めていくことにしたい。
　講義の内容は次のとおりである。
１　はじめにーグローバリゼーションと日本、台湾
２　貿易の流れとＦＴＡ，ＥＰＡ
３　多国籍企業と海外投資
４　国際通貨体制と円
５　世界人口の動向と日本の人口問題：少子高齢化社会の将来
６　食料争奪？　世界と日本の農業・農村・食料問題
７　エネルギーと資源：原油１２０ドル時代のエネルギー問題
８　工業化と公害・環境：　環境保護から環境再生へ
９　南北問題と地域秩序
１０　世界の軍事化と戦争、紛争：グローバル・ガヴァナンスをどう形成するか？
１１　市民社会の発展と「第三の」社会体制：資本主義と中央集権型社会主義の間で
Ⅰ２　新しい豊かさを求めてー日本の選択
講義の中間時点と最終時点で小論文による考査、討論を行う。
３　採点方法
　講義への出席、授業・討論への参加、２度の試験を２：２：６の比重で採点する。
４　オフィスアワー
　授業後の１時間をオフィスアワーとし、学生諸君の質疑、相談に応じる。
